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お問い合わせ先：
　　六郷町　企画課

　第５回検討会を開催しました

自転車で繋ぐ町づくり検討会の第５回を、平成16年3月2日火曜日に六郷町公民館にて開催し、住民
組織、施策を実施すべきルートについて議論しました。

■　住民組織のあり方につい

自転車で繋ぐ町づくりを推進するための住民が主体となった組織のあり方について検討しました。

■　整備ルート

自転車で繋ぐ町づくりを推進する具体的なルートについて検討しました。
--------------------------------------
■コース１
【概要】
　・スタート：六郷温泉
　 　フィニッシュ：サテライト六郷
　　　（または自転車競技場）
　・延　長：２１．５㎞
　・高低差：１５０ｍ
【コース特徴】
　・ラベンダー園周辺での周回を含む
　・周回数で距離は可変。
--------------------------------------
■コース２
【概要】
　・スタート/フィニッシュ：サテライト
　　六郷（または自転車競技場）
　・延長：３５.５㎞（周回一周ごとに＋
　　７.１㎞）
　・高低差：１５０ｍ
【コース特徴】
　・ラベンダー園周辺での周回を含む。
　・仙南村で周回折り返し。
　・周回数で距離は可変。
　・千畑町,六郷町,仙南村の３町村を通過。
--------------------------------------
■コース３
【概要】
　・スタート/フィニッシュ：サテライト
　　六郷（または自転車競技場）
　・延　長：３１．５㎞（周回一周ごとに
　　＋７.１㎞）
　・高低差：１５０ｍ
【コース特徴】
　・千畑町,六郷町,仙南村の３町村を通過
　・スタート後とフィニッシュ前の２回六
　　郷町市街を通過
--------------------------------------

＜組織体制案＞

★検討会では、住民主導では
なく官民一体で地域づくりに取
り組んでいくべきであり、恒常的
なイベント開催、地域住民へ
の浸透、さらには財政面での
支援といったことから、自治
体や既存団体等を含む新たな
組織を設立し自転車で繋ぐ町
づくりに取り組んでいくことで合
意されました。

ロードレース等イベントルートロードレース等イベントルート

(仮称)自転車利用促進協議会＜新設＞
　
組織構成：各自治体、体育協会、自転
車競技連盟、 (仮称)自転車利用ボラン
テアセンター＜新設＞、観光協会　等

各商工会議所

自転車競技連盟、
体育協会

各地域の既存の住民団体

(仮称)自転車利用ボランテイア
センター　＜新設＞

公安
委員会

首都圏等の
放置自転車譲渡

【財政支援】

【財政支援、人材支援】

【自転車利用に関する
教育・指導】

【自転車関連施設の管理、
イベント時の人材支援】

【自転車利用促進のサポート】

【全体運営】

※会員制クラブの新設
(仮称)美郷ｻｲｸﾘﾝｸﾞｸﾗﾌﾞ



★ご意見・お問い合わせは下記までお願いします。

　六郷町役場　企画課　
　〒０１９－１４０４
　秋田県仙北郡六郷町六郷字上町２１
　℡０１８７－８４－１１１１

★ご意見・お問い合わせは下記までお願いします。

　六郷町役場　企画課　
　〒０１９－１４０４
　秋田県仙北郡六郷町六郷字上町２１
　℡０１８７－８４－１１１１

　当検討会は、六郷町、千畑町、仙南村の「自転車で繋ぐ町づくり」を実現するために、地域の皆様のお考えを
十分に反映させながら、今後も検討を進めて参ります。

　今後の予定・お問い合わせなど・・・・・

第６回検討会（町づくりの実行に向けて・・・）

検討会における議論を踏まえた自転車で繋ぐ町づくり
の提言書について検討します。

（3月25日開催予定）

　第５回検討会における意見

----------------------------------------------
■路線全体
・自転車走行空間の確保：路肩の拡幅や補修、自転
車通行可歩道の整備
・自転車走行空間の表示：舗装の色分けや、境界線
引きで走行空間を明確化
・雨水桝・側溝の改良：タイヤの填らない蓋の形状、
側溝の暗渠化
・サイン計画：シンボルマーク看板で、自転車への
案内と自動車への注意喚起、自転車用観光案内看
板の設置。「←千畑温泉」など
・ルート路面表示：路面マーキングによるサイクリ
ングルート案内表示
----------------------------------------------
■各種施設
・休憩スペースの整備：眺望の良い場所での休憩ス
ペース整備（車両待避スペース・路肩拡幅）
・トイレの整備・確保：トイレの確保（公園等公共
施設の改善・活用、商店等の協力）
・駐車場の整備：自転車を積んで来る観光客に対応
する駐車場の整備
・観光施設での駐輪施設整備：自転車で観光地を回
る観光客のための駐輪施設
・レンタサイクル：駅や主要な観光施設でのレンタ
サイクルの設置
・サイクルステーションの整備：自転車メンテンス
機器（空気入れ等）の配備
----------------------------------------------

観光・住民サイクリングルート観光・住民サイクリングルート

•北日本チャレンジかツールドとうほくかといった
具体のレースは想定していない

•自転車ロードレースの実施にあたっては700～
1000人程度の人員が必要。ボランティア等を活
用したい

•サテライト～自転車競技場間の市街地部分は、
オープニングパレードとして、レースではなく御
披露目の場とすれば、密な立証員という課題を
クリアできる

• コース１，２は周回回数で延長を調整できるとい
うメリットがある。最近のレースは短い距離の周
回が人気。何度も観客前を通過するので、レー
スの順位変化が観客によく分かる。

•施設整備内容については、「必要なもの」と「あ
れば便利なもの」に分けて整理すべき

•既存組織が主体になって運営してゆく場合に
は、自治体と横並び又は自治体をひっぱてゆく
リーダーシップの発揮できる人材が必要となる

•自治体が主体となった場合、役所への依存が
高くなるため自主的に取り組まなくなり途中で停
滞する場合が多い。誰が主体となるか慎重に決
めるべき事項だ。

•ボランティアに期待すると、最初はよいが個人
負担がかかることからしりつぼみになってしまう。
財政支援ができる自治体を中に取り入れて進
めるべきである。

•住民組織の設立スケジュールについては、検
討会の意見をとりまとめた提言書を各自治体が
了承した後に具体的に検討する必要がある。

•みなさんの意見を踏まえると民主導ではなく自
治体も中に入った組織づくりを行うことが適切で
はないか。

■　整備ルート案について ■　住民組織について


